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８
月

27
日(

日)

～

29
日(

火)

宇
部
市
で

自
治
労
連
第

45
回
定

期
大
会
が
４
年
ぶ
り
に

会
場
で
の
開
催
と
な

り
、
代
議
員
２
８
２
名

と
傍
聴
者
が
参
加
し
、

代
議
員
の
女
性
割
合
は

２
９
・
４
％
で
し
た
。 

 

桜
井
中
央
執
行
委
員

長
は
、
岸
田
政
権
は
諸

政
策
を
閣
議
決
定
で
進

め
る
こ
と
が
よ
り
多
く

な
っ
た
、
と
指
摘
し
、

自
治
体
・
公
共
職
場
に

国
の
政
策
を
地
方
に
押

し
付
け
、
国
民
管
理
体

制
を
強
化
し
て
い
る

が
、
自
治
労
連
だ
か
ら

こ
そ
で
き
た
全
国
統
一

行
動
「
３
Ｔ
ア
ク
シ
ョ

ン
」
や
公
共
を
取
り
も

ど
す
運
動
を
さ
ら
に
進

め
よ
う
と
挨
拶
し
ま
し

た
。 

 

各
地
方
か
ら
の
発
言

で
は
、
①
組
織
拡
大 

②
賃
金
闘
争 

③
会
計

年
度
任
用
職
員
処
遇
改

善
の
運
動 

④
も
う
一

人
保
育
士
を
運
動 

⑤

公
共
を
取
り
も
ど
す
運

動
が
中
心
で
し
た
。 

 

石
川
書
記
長
は
、
公

共
を
取
り
も
ど
す
運
動

と
働
き
が
い
・
魅
力
あ

る
職
場
づ
く
り
の
取
り

組
み
は
つ
な
が
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
活
か
す
の

が
日
本
国
憲
法
な
の
で

改
悪
さ
せ
な
い
闘
い
を

強
め
よ
う
と
答
弁
し
ま

し
た
。 

 

全
て
の
議
案
と
新
役

員
体
制
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
宣
言
」
「
大
会
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
終
了

し
ま
し
た
。 

 

８
月

26
日(

土)

、
山
口
県
宇

部
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

青
年
部
第

36
回
定
期
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
全
国

様
々
な
地
域
か
ら
大
勢
の
青
年
た

ち
が
集
い
、
仲
間
と
の
久
々
の
再

会
を
喜
び
、
言
葉
を
交
わ
す
姿
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

討
論
の
場
面
で
は
、
全
国
各
地
の
青

プ
ロ
の
報
告
は
も
ち
ろ
ん
、
青
プ
ロ
を

機
に
様
々
な
交
流
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
様
子
な
ど
が
数
多

く
語
ら
れ
ま
し
た
。
後
半
に
は
数
名
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
で
「
コ
コ
が
変
か
も
？
」
と
い
う

こ
と
や
、
普
段
の
青
年
活
動
な
ど
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
久
々
の
リ
ア
ル
開
催

と
な
る
定
期
大
会
に
、

改
め
て
対
面
で
の
活

動
・
交
流
の
大
切
さ
を

再
確
認
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。 

 

女
性
部
は
大
会
に
先
立

ち
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
み
ん
な
の
生

理
」
を
視
聴
し
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
と
生
理
の
仕
組
み
等
を

学
習
し
ま
し
た
。 

 

大
会
開
会
に
あ
た
り
、
杉

森
女
性
部
長
は
「
落
ち
込
ん
だ
時

に
助
け
て
」
と
言
え
る
女
性
部
、

人
と
人
を
つ
な
ぐ
女
性
部
と
し
て

め
ざ
す
も
の
を
探
り
な
が
ら
、
提

案
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
健
康

や
生
活
、
権
利
を
守
っ
て
い
こ
う

と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

運
動
方
針
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現

を
」
「
学
習
す
る
・
つ
な
が
る
・
行
動
す
る
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
は
32
組
織
か
ら
傍

聴
含
め
36
名
。
14
名
か
ら
の
発
言
で
は
、
工
夫

し
な
が
ら
学
習
会
や
要
求
行
動
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
等
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
運
動
方
針
案
は
採

択
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
女
性
部
活
動
が
広
が

る
こ
と
が
若
い
人
た
ち
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
展
望
あ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。 

 

非
正
規
雇
用
・
公
務
公
共
関
係
評
議

会
第
31
回
定
期
大
会
が
８
月
26
日
に

宇
部
市
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

ま
ず
小
川
議
長
や
来
賓
の
松
尾
書
記

次
長
か
ら
、
３
Ｔ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り

組
み
や
非
正
規
公
共
評

30
年
の
歴
史

が
語
ら
れ
、
方
針
の
提
案
で
は
雇
止
め

阻
止
、
均
等
待
遇
、
大
幅
賃
上
げ
、
住
民
本

位
の
公
務
公
共
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
反
対
の

内
容
の
入
っ
た
５
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
運
動

の
柱
と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

討
論
で
は

15
人
か
ら
発
言
が
あ
り
、
広

島
か
ら
は
三
宅
代
議
員
が
広
島
非
正
規
公
共

評
の
１
年
間
の
取
り
組
み
と
今
後
の
在
り

方
、
そ
し
て
安
佐
動
物
公
園
飼
育
員
の
正
規

化
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の

発
言
で
充
実
し
た
討
論
と
な
り
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 

代
議
員

59
人
が

参
加
、
情
勢
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
各

地

の

運

動

の

報

告
・
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
事
務
局

長
か
ら
愛
知
発
の
「
子
ど

も
た
ち
に
も
う
一
人
保
育

士
を
」
の
運
動
が
国
を
動

か
し
、
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
方
針
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、

75
年
ぶ
り
の
配
置

基
準
改
善
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
加
算
措
置

で
あ
る
た
め
、
自
治
体
に

よ
っ
て
は
配
置
基
準
の
改

善
が
行
わ
れ
な
い
可
能
性

も
あ
る
こ
と
を
指
摘
。 

 
 

 

広
島
市
職
労
か
ら
は

「
広
島
市
幼
児
教
育
・
保

育
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ
る
公

立
保
育
園
の
統
廃
合
や
認

定
こ
ど
も
園
化
の
計
画
と

反
対
運
動
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。
多
く
の
課
題

を
打
開
し
、
保
育
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
保
育
部

会
と
し
て
今
後
の
運
動
方

針
と
当
面
の
具
体
的
な
取

り

組

み

を

提

案

し
、
全

会

一

致

で

承

認

さ

れ

ま

し
た
。 

青年部 

女性部 

非正規公共評 

保育部会 

自治労連第４５回定期大会で 

発言する平田代議員 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren
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広島自治労連 

連続学習会② 

 

８
月

22

日
（
火
）

19

時
か
ら
広
島
市
中
区
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
で
広
島
自
治
労

連
主
催
、
連
続
学
習
会
第

２
回
目
を
行
い
ま
し
た
。 

 

講
師
は
「
核
政
策
を
知

り
た
い
広
島
若
者
有
権
者

の
会
」
略
し
て
「
カ
ク
ワ

カ
広
島
」
共
同
代
表
の
田

中
美
穂
さ
ん
。
「
核
廃
絶

に
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ

ル
な
視
点
を
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
カ
ク
ワ
カ
広
島
」

は
、
２
０
１
９
年
１
月
に

発
足
さ
れ
、
広
島
選
出
ま

た
は
ゆ
か
り
の
あ
る
国
会

議
員
に
核
兵
器
禁
止
条
約

に
つ
い
て
質
問
を
し
、
そ

の
回
答
な
ど
の
内
容
を
発

信
す
る
活
動
や
、
イ
ベ
ン

ト
・
講
演
な
ど
の
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

イ
ン
タ
ー
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
（
交
差

性
）
は
、
交
差
す
る
権
力

関
係
が
、
社
会
的
関
係
や

日
常
的
経
験
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
検

討
す
る
概
念
で
す
。 

 

人
々
の
差
異
（
人
種
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
国
籍
な

ど
）
は
、
力
関
係
を
生
み

出
し
、
力
関
係
は
、
複
数

の
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

「
重
な
り
合
い
」
の
中
で

生
じ
る
、
と
い
う
考
え
方

で
す
。
イ
ン
タ
ー
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
視
点
か

ら
、
「
他
者
の
差
別
、
抑

圧
体
験
の
多
様
性
」
に
視

野
を
広
げ
る
こ
と
や
、
社

会
問
題
を
単
純
化
せ
ず
構

造
的
に
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

 

「
Ｓ
ｐ
Ｒ
ｉ
Ｎ
Ｇ 

ｙ

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２
０
２

３
」
に
よ
る
と
、
２
０
２

３
年
１
月
時
点
の
核
兵
器

保
有
数
は
１
２
５
１
２
発

で
、
こ
れ
ら
の
核
兵

器
を
９
カ
国
が
保
有

し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
核
兵
器
禁
止
条

約
に
日
本
政
府
は
参
加
し

て
い
ま
せ
ん
。 

 

田
中
さ
ん
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
状

況
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
、

「
誰
か
の
犠
牲
の
上
に
成

り
立
つ
平
和
な
ん
て
あ
っ

て
は
い
け
な
い
」
「
核
兵

器
の
問
題
は
人
権
の
問

題
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

学
習
会
で
は
、
日
頃
か

ら
一
人
一
人
が
情
報
収
集

を
行
い
、
意
識
的
に
行
動

を
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
も
学
び
ま
し
た
。 

■
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ

ナ
リ
テ
ィ
と
は 

■
核
兵
器
の
問
題
は
人

権
の
問
題 

 

“
ひ
ろ
し
ま
給
食
ま
つ
り

知
る
・
学
ぶ
ｉ
ｎ
安
佐
北
”

を
、
真
亀
公
民
館
で
開
催

し
、
16
名
の
市
民
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

ま
つ
り
副
実
行
委
員
長
を

務
め
る
広
島
市
職
労
学
校
給

食
調
理
協
平
野
議
長
は
、

「
調
理
員
は
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
見
守
り
、
よ
り
良

い
給
食
を
提
供
で
き
る
よ
う

ひ
た
す
ら
努
力
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
化
計
画
は
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
事

者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
そ

の
保
護
者
に
詳
細
が
伝
え
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
大
問

題
。
子
ど
も
た
ち
の
こ
こ
ろ

の
拠
り
所
・
給
食
の
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 
 

 

調
理
実
習

で

は
、
給

食

の
サ
ラ
ダ
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
の
美
味
し
さ
の

秘
密
・
“
せ
ん
ち
ゃ
ん
そ
ぼ

ろ
ご
飯
”
の
調
理
実
演
・
ご

家
庭
で
も
す
ぐ
に
作
れ
る
味

噌
玉
、
み
ん
な
大
好
き
揚
げ

パ
ン
も
登
場
。 

 

展
示
・
質
問
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
多
く
の
写
真
や
実
際
に

日
々
使
用
す
る
調
理
器
具
、

紙
で
作
っ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
給

食
、
保
育
園
給
食
の
よ
う
す

な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
給
食
の

“
い
ま
”
を
、
作
っ
て
い
る

立
場
の
人
か
ら
聞
く
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
「
質
問

に
も
丁
寧
に
応
え
て
も
ら
え

た
」
「
安
佐
市
民
病
院
跡
地

に
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る

こ
と
を
、
今
日
初
め
て
知
っ

た
」
と
驚
か
れ
ま
し
た
。 

 

“
ま
つ
り
”
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
状

況
や
課
題
を
伝
え
な
け
れ
ば

と
、
改
め
て
感
じ
る
取
り
組

み
と
な
り
ま
し
た
。 

●
美
味
し
さ
の
秘
密
・

調
理
実
習
！ 

●
状
況
を
子
ど
も
た
ち
、

保
護
者
に
伝
え
た
い 

指
定
管
理
職
場
の
労
組
で
つ

く

る
「
関

連
労

組
連

絡
会
」

（
以
下
、
関
連
）
は
、
７
月
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
の
広
島
市

の
各
所
管
課
と
交
渉
を
行
い
、

最
終
日
９
月
１
日
に
企
画
総
務

局
分
権
・
業
務
改
革
担
当
課
と

の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

指
定
管
理
者
制
度
に
は
諸
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
関
連
は
現

在
、
解
決
す
べ
き
喫
緊
の
問
題

と
し
て
、
広
島
市
と
同
時
期
同

制
度
の
定
年
延
長
制
度
導
入
を

要
求
し
て
い
ま
す
。 

広
島
市
で
は
今
年
度
60
歳
を

迎
え
る
職
員
か
ら
１
年
ず
つ
延

長
し
ま
す
。
し
か
し
関
連
団
体

の
ほ
と
ん
ど
は(

社
会
福
祉
事
業

団
を
除
く)
導
入
す
る
か
ど
う
か

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

  

    

  

関
連
団
体
は
設
立
以
降
、
広

島
市
職
員
の
賃
金
・
待
遇
に
準

じ
て
改
善
も
あ
り
ま
し
た
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入

後
、
地
方
公
務
員
と
関
連
団
体

は
法
律
が
違
う
と
い
う
理
由
で

改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

定
年
延
長
を
同
時
期
に
導
入

し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
、

関
連
団
体
の
プ
ロ
パ
ー
職
員
の

待
遇
は
「
市
と
同
様
に
」
改
善

し
な
い
こ
と
を
危
惧
し
ま
す
。

既
に
会
計
年
度
任
用
職
員
と
関

連
団
体
非
常
勤
職
員
の
賃
金
一

時
金
に
は
格
差
が
あ
り
ま
す
。 

関
連
団
体
で
働
く
私
た
ち

は
、
自
治
体
職
員
と
同
じ
よ
う

に
誇
り
を
も
っ
て
市
の
仕
事
を

担
っ
て
い
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■広島市関連団体の職員は、広島市職員と同じように 

 住民のために誇りを持って働いています■ 

田中美穂さん 

ひろしま給食まつり知る・学ぶin安佐北 

広島自治労連第34回定期大会・オンライン併用開催 
  ■ 10月15日（日）13時～17時 

 ■ アステールプラザ7階・国際会議室 

 ■ 内容：経過報告、予算・決算、運動方針案、秋闘方針案 

 ■ 各単組、補助組織から積極的な発言をお願いいたしま

広島自治労連連続学習会③ どなたでも参加できます！ 

～「住民のために良い仕事がしたい」をかなえる職場にするには～ 
●10/4（水）19時～20時30分 広島自治労連会議室オンライン併用 

●内容「新しい平和・福祉国家構想と公務公共の役割」 

●講師 関野秀明さん（下関市立大学経済学部教授） 

●ミーティングID：833 1521 4811 パスコード：637764 

 

 秋の賃金交渉がスタートします。 

 広島市会計年度任用職員の「賃金・労働条件改善を求

める」団結署名、広島市外郭団体で働く正規・非正規職

員の「賃金底上げと雇用の安定を求める」団結署名をお

届けいたしますので、広島自治労連へ返送願います。 

 １筆でも多くの署名が秋闘勝利につながります！ 

秋
闘
勝
利
！ 

「
団
結
署
名
」 

 

に
取
組
も
う 


